
他校の生徒たちとカレー作りをする１年生＝大子町内

松本藍々

増子颯

だい ご とうごう

　大子町のオートキャンプ場で、来年度統合する町内
すい

の中学校の生徒が集まり、体験活動「飯ごう炊さん」
なま せ みなみ

を行いました。参加したのは大子中、生瀬中、南中の

１年生１０１人。じゃんけん列車やカレー作りが行われ、
どう し うんえい

生徒同士の交流を深めました。活動の運営は各学校の
ぶんたん かん

代表生徒が分担し、統合する生徒が安心して新しい環
きょう な

境に慣れるようにすることを目指しています。
わたし はん

　私たちは、同じ班になった友達と仲を深めながら、

他校の生徒たちと協力してカレーを作ることができま

した。同じ班で仲良くなった人に来年会うことが楽しみで、来年は飯ご

う炊さんで出会った１年生と同じクラスになると思うと、とてもワクワ
まつもと ら ら ます こ りく

クします。 （１年　松本藍々、増子颯）

花の苗植えに取り組むＪＲＣ委員会

菊池蓮翔

後藤千尋

だい ご せい

　大子町では、生徒の主体性と自立性を養うために、
ジェイアールシー

さまざまなＪＲＣ活動が行われています。小中高校ま
けいとうてき しゅうだん

で系統的に活動が行われており、特に集団生活を通し
ち いき

て、学校・地域のリーダーとなることを目指すトレセ
とくちょうてき

ンというプログラムが特徴的です。　

　大子中学校ＪＲＣ委員会は、ＪＲＣの一員であると
ふ だん

いう自覚のもと、普段の学校生活や委員会活動にＪＲ
か ち

Ｃの価値づけをして取り組んでいます。委員会では、毎
しょうこうぐちせいそう かいしゅう ぼ きん なえ

日の昇降口清掃、ベルマーク回収や募金活動、花の苗

植えを行っています。清掃や花の苗植えは、学校がきれいになることがや
こま ささ

りがいです。ベルマーク回収や募金活動は、困っている人を支える活動に
こうけん きく ち れん と ご とう ち ひろ

貢献したいという思いから行っています。（３年　菊池蓮翔、後藤千尋）

◆校　長　益子直之

◆生徒数　２００人

◆創　立　１９６９年

◆住　所　大子町池田１６４８
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�虎多朗 川﨑椛恋

だい ご

　大子中学校は、全校生徒
しょうき ぼ

２００人の小規模でありなが

ら、町内では一番大きな中

学校です。学校生活は生徒

会が主体となって活動して

おり、特に月１回の生徒集
かくせんもん じょうほうてい

会では、六つある各専門委員会が輪番で、新たな情報提
きょう かいぜんてん

供や、生活上の改善点についての発表を行っています。
しつもん こうそく

生徒会本部では子ども議会での積極的な質問や、校則の

え がお す

改正の話し合いを重ねることで、笑顔で幸せに過ごせる
じつげん

学校の実現に向けて、日々活動しています。
ぎじゅつ

　九つの部活動があり、チームワークや技術の向上はも
にんたいりょく

ちろんのこと、協力や忍耐力を養う場として、各部がそ

れぞれの目標に向かって活動しています。来年度からは
とうごう

町内の四つの中学校が統合され、全校生徒約２５０人の学
きず

校になります。新しい仲間と新しい大子中学校を築いて

いきたいです。
さかきこ た ろう かわさき か れん

（生徒会長２年　�虎多朗、副会長２年　川﨑椛恋）

プログラムアドベンチャーのゲー
ムを通して交流を深める２年生

菊池哲瑠 生井澤唯

とうごう だい ご

　来年度統合する大子町内の中学校の

２年生が�月３日、大子中学校に集ま

り交流会を行いました。プロジェクト

アドベンチャーを通じて、グループで
かいけつ

課題解決やみんなで楽しめる活動を行

いました。
なま せ だい ご にし

　交流会を通じて、生瀬中、大子西
みなみ

中、南中の友達と主体的に関わって楽しく活動ができました。はじめは

知らない人がいたり、分からないことがあったりと、仲良く交流できる

か不安でしたが、活動するうちに、少しずつ楽しくなり、気軽に話せる

ようになりました。他の学校の人も楽しく活動しているのを見て、統合

して、たくさん友だちができたらいいなと思いました。来年度、同じ学
きく ち さと る なま い ざわゆい

校で生活できることが楽しみです。 （２年　菊池哲瑠、生井澤唯）
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